
文化のひろば

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。
施設 内容 開館時間 入館料

高梁市歴史美術館
☎ 21--0180　火曜日休館

生誕 140 年 清水比庵展～芸術
に遊ぶ～（２月 18 日～）

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500 円
65 歳以上・高校・大学生…300 円

中学生以下…無料
高梁市成羽美術館
☎ 42--4455　月曜日休館
※３月１日（水）～４月７日※３月１日（水）～４月７日

（金）は休館（金）は休館

冬の化石フェスティバル（～２冬の化石フェスティバル（～２
月 28 日（火））月 28 日（火））

午前９時 30 分～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

無料
 喫茶入口からご入館ください

（改修工事などのため一部休館）

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　金曜日休館

新春企画「漫画家からの年賀
状 卯年編」（～３月 30 日（木））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500 円
高校・大学生…400 円

小・中学生…300 円

常設のみの施設：山田方谷記念館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象：�市内在住の小・中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人／市内在

住の 65歳以上（歴史美術館と成羽美術館は対象外）

　今、ＳＮＳを中心に、短歌は秘かなブームとなっています。
　「大学短歌バトル」で優勝経験のある岡山大学短歌会と、短歌を楽しむ
高梁の歌

うた
詠
よ
みたちとが歌会を開きます。

日時　３月 11日（土）午後１時 30分～３時
場所　高梁市文化交流館市民ギャラリー
内容　�持ち寄った短歌を発表しお互いに鑑賞します。一般参加者は、申

込時に短歌を提出ください。
申し込み　３月３日（金）までにご連絡ください。（定員10人・見学は自由）
参加費　無料（ただし、入館料がかかります）

生誕140年　清水比庵展 ～芸術に遊ぶ～
期間期間　２月 18日（土）～５月 22日（月）　２月 18日（土）～５月 22日（月）

岡山大学短歌会と高梁市民のふれあい歌会
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えた三芸による独自の芸術を作り出した人物です。えた三芸による独自の芸術を作り出した人物です。
　備中松山藩士を祖父とし旧制高梁中学校に通った比庵は、高梁の　備中松山藩士を祖父とし旧制高梁中学校に通った比庵は、高梁の
地で約 80年に及ぶ芸術活動の地で約 80年に及ぶ芸術活動の礎礎
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　令和５年は清水比庵生誕 140 年の年です。今展では比庵の生涯　令和５年は清水比庵生誕 140 年の年です。今展では比庵の生涯
を紹介するとともに、比庵がを紹介するとともに、比庵が究究
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めた三芸について、また高梁との繋めた三芸について、また高梁との繋

がりについてもご紹介します。がりについてもご紹介します。

高梁市歴史美術館
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▲《朝明富士》昭和 50 年

▲《春風春水》
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